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1. Dynamic Mapとは



ダイナミックマップ
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活用の一例：自動車位置推定
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2. 大規模実証実験



実証実験参加者
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ダイハツ工業株式会社

コンチネンタル・オートモーティブ株式会社

明治ロジテック株式会社

トヨタ自動車株式会社

パイオニア株式会社

スズキ株式会社

BMW株式会社

株式会社本田技術研究所四輪R&Dセンター

アルパイン株式会社

フォルクスワーゲングループ

カルソニックカンセイ株式会社

マツダ株式会社

三菱電機株式会社

メルセデス・ベンツ日本株式会社

オムロン株式会社

株式会社SUBARU

ボッシュ株式会社

日産自動車株式会社

株式会社ZMP

埼玉工業大学

名古屋大学

株式会社ヴァレオジャパン

＊Dynamic Map またはHMIの実験への参加者



実証実験エリアと実施内容
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 計758.7kmの地図データを提供



システム構成
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静的情報の評価
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準動的情報の評価
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動的情報の評価
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3. 車両プローブ情報活用



実証実験の概略構成
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4. 多用途利用へ向けた
実現可能性



検討成果概要（平成29年度成果）

15出典：ダイナミックマップの多用途利用に向けた実現可能性の調査検討 報告書（2018.3）



5. サービスプラットフォーム
の試作・検証



サービスモデル実証環境の検証
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出典：ダイナミックマップサービスプラットフォームの試作および評価 報告書（2018.3）



6. 標準化・国際連携活動



業界標準活動への参加
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出典：2018コペンハーゲンITS世界会議資料

2019.2OADF会議風景

（OADFホームページより）



2018年度の主な活動
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 ISO/TC204/WG3における関連アイテムの推進
 GDF5.1 DIS20524-1、CD20524-2

 レーンレベル位置参照方式 CD17572-4

 自動運転向け地図データモデル NP22726-1、等

 業界標準との連携
 ITS世界会議における連携セッションの実施

 OADFへの正式参加、Steering Committee memberへの昇格

 SIP-adus workshopなどを活用した国内外関連団体との意見交換・
連携推進
 ダイナミックマップ基盤（株）、自工会、JASPAR

 ３極連携会議ART-WG、OADF、NDS、ADASIS、SENSORIS、TN-ITS、
TISA、米国におけるDI活動、中国CICV、等

 第２期活動へ向けた意見交換、等



7. 今後へ向けて



今後へ向けて
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 ダイナミックマップの運用開始

 国内高速道・自動車専用道（約3万km）の提供開始へ

 米国 Ushr, Inc.の買収へ

 様々な情報の紐付け・連携へ

 第2期実証実験では、信号情報、合流・ETCゲート支援情報、車線別道路交
通情報などの配信を計画

 様々存在する各種（国際）標準の利用(整合確保）もひとつの鍵

 国内の道路・情報事情を踏まえた位置参照の実装方式具体化へ

 地図更新の高度化へ

 より早く、より多くの情報の更新へ。 徐々に静的と動的の境目が曖昧に

 更新の仕組みも考慮したダイナミックマップの品質評価方法具体化へ
 方法具体化に困難はあるが、日本の地図競争力維持に向けては重要と認識

 いずれはAIなどによる未来の「先読み」へ



Thank you
snakajo@csis.u-tokyo.ac.jp


